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青
森
県
支
部
研
修
会
報
告

平
成
28
年
度
青
森
県
支
部
は
、
昨
年

度
よ
り
会
員
３
名
増
の
66
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
市
町
村
会
員
の
加
入

率
が
52
・
５
％
と
低
い
こ
と
か
ら
、
市

町
村
会
員
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
拡
大
を
視
野
に
入
れ

開
催
し
た
、
２
回
の
研
修
会
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

第
１
回
研
修
会
は
、
平
成
28
年
６
月

４
日（
土
）、
県
支
部
の
総
会
と
併
催
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
部
門
で
働
く
保
健

師
に
対
応
し
た
内
容
や
全
国
保
健
師
長

会
の
活
動
を
会
員
に
周
知
す
る
機
会
と

し
た
た
め
、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
を

行
い
、31
名（
会
員
28
名
、非
会
員
３
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
は
ち
の
へ
フ
ァ
ミ
リ
ー

師
活
動
の
伝
承
に
つ
い
て
熱
い
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

第
２
回
研
修
会
は
、
平
成
28
年
９
月

３
日（
土
）、
青
森
県
看
護
協
会
保
健
師

職
能
委
員
会
と
の
共
同
で
「
保
健
師
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
す
る
学
習
会
」を

開
催
し
、
43
名
（
会
員
29
名
、
非
会
員

14
名
）の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真

１
）。日

本
看
護
協
会
常
任
理
事
の
中
板
育

美
氏
か
ら「
保
健
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
」を
テ
ー
マ
に「
保
健
師
に
係
る
研

修
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
最
終

と
り
ま
と
め
」、自
治
体
保
健
師
の
キ
ャ

リ
ア
ラ
ダ
ー
が
策
定
さ
れ
た
背
景
と
保

健
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
活
用

は
地
域
住
民
に
も
行
政
に
も
、Ｗ
Ｉ
Ｎ
・

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し

た
。講

演
後
の
意

見
交
換
で
は
、

各
自
治
体
の

キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
参
加
者

か
ら
「
ど
う
し
た
ら
計
画
的
に
研
修
会

に
出
ら
れ
る
の
か
」「
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー

を
小
さ
い
町
村
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
等
の
質
問
が
あ
り
、

国
が
提
示
し
た
自
治
体
保
健
師
の
キ
ャ

リ
ア
ラ
ダ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
各
自

治
体
の
人
材
育
成
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
保
健
師
自
身

が
正
し
く
理
解
し
、事
務
職
員
や
上
司
、

さ
ら
に
人
事
担
当
者
に
し
っ
か
り
説
明

で
き
る
力
量
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
平
成
29
年
度
は
青
森
県
支

部
が
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催
県

と
な
り
ま
す
。
東
北
各
県
か
ら
た
く
さ

ん
の
参
加
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、

当
県
の
会
員
増
の
契
機
と
な
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
研
修
会
を
め
ざ
し
、
支
部
役

員
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

�

（
文
責
＝
青
森
県
支
部　

山
口
久
美
子
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
小
倉
氏
か
ら
「
看

取
り
か
ら
見
え
る
在
宅
医
療
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
施
設
を
含
め

た
在
宅
医
療
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、

施
設
で
の
看
取
り
を
推
進
す
る
た
め
に

『
施
設
で
で
き
る
在
宅
医
療
と
看
取
り
』

の
冊
子
を
作
り
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

る
こ
と
や
、
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
多
職
種
で
話
し
合
え
る
関
係

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
話
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
「
地
域
で
訪
問
診
療

し
て
く
れ
る
医
師
は
ど
れ
く
ら
い
い
る

の
か
」等
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
全
国
保
健
師
長
会
市
町
村
部

会
長
の
飯
田
氏
か
ら
「
全
国
保
健
師
長

会
活
動
の
最
新
情
報
」と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
に

お
け
る
保
健
師
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

活
用
や
統
括
保
健
師
の
重
要
性
、
保
健

中
国
・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告

「
元
気
」と「
笑
顔
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
！

平
成
28
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、

テ
ー
マ
を
「
保
健
師
の
人
材
育
成
の
構

築
及
び
保
健
師
活
動
の
可
視
化
と
質
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
～
地
域
に
責

任
を
も
っ
た
保
健
師
活
動
を
行
う
に
は

～
」と
題
し
て
、
８
月
27
日
（
土
）、
広

島
市
東
区
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
、
過
去
最
多
の
１
０
３
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
国
保
健
師
長
会
の
山
野
井

副
会
長
か
ら
当
会
の
活
動
方
針
等
の
説

明
の
あ
と
、「
保
健
師
人
材
育
成
体
制
の

構
築
の
推
進
に
つ
い
て
～
キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
、
パ
ス
の
作
成
と
活
用
～
」と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、管
理
的
立
場
、

統
括
的
な
役
割
を
担
う
保
健
師
に
求
め

ら
れ
る
能
力
は
、
職
務
経
験
や
研
修
等

を
通
し
て
意
識
的
、
計
画
的
に
習
得
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、い
ま
、

大
切
な
こ
と
は
、
保
健
師
活
動
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
地
域
に
責
任
を
も
っ
た

住
民
主
体
の
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
管
理
期
の
保
健
師
が
身
に
つ
け
る

べ
き
視
点
の
ほ
か
、
エ
ー
ル
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
保
健
師

研
究
報
告
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
各
自
治
体
で
取
り
組
む
喫
緊

の
課
題
で
、
市
町
と
保
健
所
の
役
割
と

連
携
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
大
切
で

あ
る
こ
と
が
話
さ
れ
、
旬
な
話
題
で
参

考
に
な
る
点
が
多
く
、「
保
健
師
の
役
割

を
改
め
て
認
識
で
き
た
」等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
の
活
動
状
況
の

展
示
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
前
に「
元
気

が
出
る
保
健
師
マ
ー
チ
」を
笑
顔
で
歌
っ

て
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
っ
た
こ
と
は
大

変
好
評
で
し
た（
写
真
2
）。

次
に
、
支
部
長
会
で
す
が
、
当
ブ
ロ
ッ

ク
は
９
県
１
市
の
10
支
部
で
構
成
さ
れ
、

年
２
回
、
各
支
部
活
動
を
一
覧
で
ま
と

め
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
他
の
支
部
で
招
い
た
研
修
会
講
師（
医

療
機
器
の
会
社
か
ら「
元
気
が
出
る
！　

人
材
・
組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」の
講
演
）

を
紹
介
、「
地
区
担

当
制
」を
導
入
し
実

践
し
て
い
る
県
の

報
告
、「
災
害
時
の

保
健
活
動
支
援
」の

報
告
や
課
題
提
案
、

改
善
策
等
に
つ
い

て
具
体
的
に
意
見

交
換
が
で
き
、
今

後
の
活
動
に
つ
な

活
動
の
可
視
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
」「
業
務
全
体
の
見
直
し
や
人
材
育
成

の
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
３
題
の
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
①「
島
根
県
に
お
け
る
人
材
育
成
」

に
つ
い
て
は
、指
針
を
作
成
し
、ラ
ダ
ー

と
連
動
し
た
研
修
実
施
等
の
報
告
が
あ

り
、「
統
括
保
健
師
の
育
成
ま
で
視
野
に

入
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
参
考
に
な
っ

た
」　

②「
広
島
市
の
災
害
時
に
お
け
る

体
制
整
備
と
保
健
師
の
役
割
」に
つ
い

て
は
、
４
月
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
た

た
め
、
急
き
ょ
そ
れ
に
関
す
る
報
告
と

な
り
ま
し
た
。
受
援
と
派
遣
両
方
の
経

験
か
ら
課
題
に
基
づ
い
た
体
制
整
備
に

つ
い
て
の
ま
と
め
が
報
告
さ
れ
、「
平
時

か
ら
地
域
の
状
況
と
自
分
の
役
割
を
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
」　

③
平
成
27
年
度
の
全
国
保

健
師
長
会
研
究
事
業
で
あ
っ
た
山
口
県

宇
部
市
の
「
地
区
診
断
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
モ
デ
ル
開
発
」

に
つ
い
て
は
、
事
業
を
複
数
で
担
当
す

る
必
要
性
や
課
題
解
決
の
手
法
に
つ
い

て
具
体
的
な
話
が
あ
り
、「
若
手
の
育
成

に
て
い
ね
い
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

す
ば
ら
し
い
」―
等
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

が
る
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
会
で
は
、
保
健
師
ど
う
し
ツ
ー

カ
ー
の
関
係
で
、
奥
深
い
情
報
交
換
と

な
り
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

�

（
文
責
＝
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

亀
井
典
子
）

全
国
保
健
師
長
会
会
員
数
の
動
向

全
国
保
健
師
長
会
の
会
員
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
28
年
８
月
末
現

在
の
会
員
数
は
５
３
３
１
人
で
、
昨
年

度
よ
り
１
２
１
人
増
加
し
ま
し
た
。
会

員
数
に
占
め
る
各
部
会
の
内
訳
は
、
都

道
府
県
部
会
34
・
１
％
、
指
定
都
市
等

部
会
32
・
０
％
、
市
町
村
部
会
33
・
９

％
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
す
が
、
指
定
都

市
等
部
会
お
よ
び
市
町
村
部
会
の
割
合

が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
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文
責
＝
広
報
委
員
会
）
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写真1　第2回青森県支部研修会の様子

写真2　活発な意見が交換されたグループワーク

平
成
28
年
度

図　会員数の年次推移


